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161．Nuclear　angiographyによる気管支動

　　脈流量の測定
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　気管支動脈流量の測定，気管支・肺吻合流量の測定に

はこれまでに種々の方法が考案されているが，これらは

主に血管内にカニューレを入れて直接血流量を測定する

ものや，色素を大動脈に注入してその希釈曲線を解析す

るものであり，観血的手技を要するものであった．

　今回我々はneuclear　angiography法を用いて，肺局

所における気管支動脈流量の測定を試みた．被験者を背

臥位にし，前胸部にシソチレーションカメラをセットす

る．99mTc－Albumin　10mCiをbolusとして静注して肺

野におけるradioactivityを集録する．肺野内の適当な

ROIでのtime　activity　curveを描かせると肺動脈流を

反映する大きなピークから約3～5秒遅れて第2の小さな

ピークがみられる．この第2のピークは肺静脈を通った

血流が左心，大動脈を経て再び肺に到達したものと考え

られ，心内シャソトがない場合これは気管支動脈流を反

映している可能性が大きい．

　ただ，正常状態での気管支動脈流量は左心拍出量の約

1～2％と言われ，事実本法による正常肺でのカーブのピ

ー クも非常に小さい．

　一方，気管支循環系と肺循環系との吻合が増加し気管

支血管系が発達する種々の心肺疾患で本法を行なうと，

気管支動脈が明らかに増加していることが示された．こ

の現象は肺動脈が閉塞し肺動脈血流が欠損している高安

病の当該肺野で著明に認められたが，この他に肺癌，慢

性閉塞性肺疾患などの疾患について検討を加えた．

162．RI　Angiocardiographyによる肺血行

　　動態の臨床的研究（Time・ActMty・

　　Curve局所的分析）
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　最近循環器検査としてルーチソに行われているRI

Angiocardiographyを用いて，僧帽弁狭窄症（以下M　S

群）における肺循環動態について検討し，特にその局所

的肺循環障害の検出，評価を行ったので報告する．〔対象

例〕MS群25例，正常群30例．〔方法〕：被検者を仰臥位に

して99mTc一アルブミソ10mCiを肘静脈より注入し，直ち

に3方活栓から生食水20mlでflushingを行い，東芝製

GCA　202型シンチカメラおよびDAP　5000N　on・line

computer　systemを用いて注入直後から0．2秒毎，150

frame合計30秒間，64×64　一？トリックスでrapid　sequen・

tia1をdata収集した．収集されたデータより右上，中，

下肺野および脈動肺域にTTYで一定面積のROIを設定

し，その各局所におけるtime－activity　curve（TAC）を求

めた．なおTACの下行脚に対しては指数A＝Aoe－2tに

よりfitting補正を行い，この補正されたTACから
mean・・an・it　tim・（MTT）（一慧き゜）およびT1／2

（一α；93）を算出した．〔結果〕MTT　tl・関しat，正

常群では上肺に比べ下肺はやや高値を示すが，その差は

小で（平均0．5秒程度）あるのに対し，MS群では上，

下肺の差が大で（平均1，4秒），程度局所的循環異常を明

示した．T1／2については，上，中，下肺とも正常群に対

してMS群は有意に大であり，その差異は明確である

が，MS群内での上，中，下肺野間の差異はMTTの場合

ほど明確でなかった、なお大部分の症例に対して行なわ

れた右心カテーテル検査，UCG検査等の成績との対比

検討についても報告する．〔結語〕侵襲が極めて少なく，

ルーチンに行われているRIangiocardiographyの解

析から得られる肺局所のMTT，　T1／2，特にMTTは僧

帽弁狭窄症での局所的肺循環障害に関する有用な指標と

なり得ると考えた．

Presented by Medical*Online


	0546



